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(57)【要約】
　超音波アセンブリは、入力側及び出力側を有するモジ
ュールと、モジュールの入力側からの接続及び非接続の
ために構成されたマイクロビームフォーマを有する超音
波トランスデューサと、モジュールの出力側に備えられ
たディスプレイとを有する。超音波システムについても
記載している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力側及び出力側を有するモジュール；
　前記モジュールの入力側からの接続及び非接続のために構成されたマイクロビームフォ
ーマを有する超音波トランスデューサ；並びに
　前記モジュールの前記出力側に備えられたディスプレイ；
　を有する超音波アセンブリ。
【請求項２】
　前記超音波トランスデューサはリニアトランスデューサアレイを有し、前記モジュール
は、前記リニアトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、前記ディスプレイに出
力信号を供給する、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項３】
　前記超音波トランスデューサはフェーズドアレイトランスデューサアレイを有し、前記
モジュールは、前記フェーズドアレイトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、
前記ディスプレイに出力信号を供給する、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項４】
　前記超音波トランスデューサはカーブドトランスデューサアレイを有し、前記モジュー
ルは、前記カーブドトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、前記ディスプレイ
に出力信号を供給する、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項５】
　前記モジュールはマイクロコントローラ及びメモリを有し、前記マイクロコントローラ
は、前記メモリからトランスデューサパラメータを取得する、請求項１に記載の超音波ア
センブリ。
【請求項６】
　前記マイクロコントローラは、前記トランスデューサパラメータを取得した後に、前記
トランスデューサアレイからデータを受け取る、請求項５に記載の超音波アセンブリ。
【請求項７】
　前記マイクロコントローラは、前記超音波トランスデューサの構成係数及び走査係数の
演算を最適化する、請求項５に記載の超音波アセンブリ。
【請求項８】
　前記は前記モジュールにおいて備えられている、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項９】
　前記モジュール及び前記トランスデューサは、互いに機械的に取り付けられる及び互い
から機械的に取り外される、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項１０】
　前記ディスプレイは有線で、前記アセンブリに電気的に接続されている、請求項１に記
載の超音波アセンブリ。
【請求項１１】
　前記モジュール及び前記ディスプレイは、互いに機械的に取り付けられる及び互いから
機械的に取り外される、請求項１に記載の超音波アセンブリ。
【請求項１２】
　前記ディスプレイは無線で、前記アセンブリに電気的に接続される、請求項１に記載の
超音波アセンブリ。
【請求項１３】
　超音波アセンブリ；
　を有する、超音波撮像のためのシステムであって、前記超音波アセンブリは：
　入力側及び出力側を有するモジュール；
　前記モジュールの前記出力側に取り付ける又は前記出力側から取り外すためのマイクロ
ビームフォーマを有する超音波トランスデューサ；並びに
　前記モジュールの前記出力側に取り付けられたディスプレイ；
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　を有する、システム。
【請求項１４】
　前記超音波トランスデューサはリニアトランスデューサアレイを有し、前記モジュール
は、前記リニアトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、前記ディスプレイに出
力信号を供給する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記超音波トランスデューサはフェーズドアレイトランスデューサアレイを有し、前記
モジュールは、前記フェーズドアレイトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、
前記ディスプレイに出力信号を供給する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記超音波トランスデューサはカーブドトランスデューサアレイを有し、前記モジュー
ルは、前記カーブドトランスデューサアレイから入力信号を受け取り、前記ディスプレイ
に出力信号を供給する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記超音波トランスデューサはメモリを有し、前記モジュールは、前記メモリからトラ
ンスデューサパラメータを取得するマイクロコントローラを有する、請求項１３に記載の
システム。
【請求項１８】
　前記マイクロコントローラは、前記トランスデューサパラメータを取得した後に、前記
トランスデューサアレイからデータを受け取る、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記マイクロコントローラは、前記超音波トランスデューサの構成係数及び走査係数の
演算を最適化する、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ディスプレイは前記モジュールの上に備えられている、請求項１３に記載のシステ
ム。
【請求項２１】
　前記モジュール及び前記トランスデューサは、互いに機械的に取り付けられる及び互い
から機械的に取り外される、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記機械的に取り付けることは摩擦嵌合による、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記超音波アセンブリに対して離れた他のディスプレイを更に有する、請求項１３に記
載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　入力側及び出力側を有するモジュールと、モジュールの入力側からの接続及び非接続の
ために構成されたマイクロビームフォーマを有する超音波トランスデューサと、モジュー
ルの出力側に備えられたディスプレイとを有する超音波アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　音響波（特に、超音波を有する）は、医療診断及び医療処理、医療用部品の非破壊制御
並びに水中撮像等の多くの科学的又は技術的フィールドで有用である。音響波は、電磁波
に対して透過性である媒体中を進むことが可能であるため、音響波は、光学的観測に対し
て相補的である診断及び視覚化を可能にする。
【０００３】
　一アプリケーションにおいては、音響波は医師により、医療処理を実行する過程で、又
は身体の特定の解剖学的領域の画像を与えるように、用いられることが可能である。しば
しば、音響撮像装置は、医療処理の成功裏の実行を容易化するように、医師に対して対象
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領域の画像を提供するように用いられる。
【０００４】
　当業者が理解することができるように、音響撮像装置は、音響トランスデューサからの
電気信号を捕捉して、モニタ又は他の装置における表示のためにその電気信号を処理する
信号処理エレクトロニクス及び超音波トランスデューサを有する。モニタは、その場合、
医師がリアルタイムに観察することが可能であり、後のレビューのために記憶される／再
生されることが可能であり、又はそれらを併せて行うことが可能である。
【０００５】
　知られているように、超音波画像を捕捉するために用いられる種々の種類のトランスデ
ューサが存在している。例えば、超音波において用いられることが可能であるリニアトラ
ンスデューサ、カーブドリニアトランスデューサ及びフェーズドアレイトランスデューサ
が存在している。それらのトランスデューサは、エコーデータの狭いスライス、互いに対
して異なるオリエンテーションにあるエコーデータの複数の狭いスライス、又はエコーデ
ータのフルボリュームセット、の捕捉を可能にする一次元的に又は二次元的に配列された
要素を有することが可能である。各々の種類のアレイは有利点を有し、撮像される医療に
関する解剖学的構造に依存して、医師は、他の種類のトランスデューサを凌駕する一の種
類のトランスデューサを選択することが可能である。明らかであるように、既知のシステ
ムにおいては、これは、複製可能なトランスデューサエレクトロニクス、トランスデュー
サハウジング及びケーブルをもたらし、故に、医療施設に対して全体としての設備投資を
増加させるものである。
【０００６】
　更に、撮像室における医療装置の配置は、ユーザが走査セッション中に観察する必要が
ある超音波システム及びそのディスプレイの位置決めのために、やりがいのあるものであ
る。撮像室内で複数のトランスデューサプローブに収容して、使用することは、ケーブル
及び装置で患者の領域を一杯にする問題を悪化させる。
【０００７】
　更に、そのような既知のシステムにおいては、主超音波システム及びそのディスプレイ
は典型的には、場所をとり、比較的移動不可能であるため、配置について同様の問題を有
する。従来の超音波スキャナは大きく、数百ポンドの重量があり、車輪のついたカートと
一体化されるものである。より小さく、軽量なカートに典型的には半永久的に搭載された
最新の“コンパクトな”超音波ディスプレイシステムにおいては、ディスプレイは超音波
技術者には可視的であるが、カートは十分に医療処理の邪魔にならないような実際的な場
所に移動される必要がある。これは、実現するには困難な譲歩であり、しばしば、医師が
ディスプレイを観察するために患者に対してもたれかからなければならないような厄介な
視角又は動きに繋がる。
【０００８】
　従って、必要なものは、上記のような既存のアセンブリ及びシステムの短所を少なくと
も克服する超音波アセンブリ及びシステムである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　代表的な実施形態に従って、超音波アセンブリは、入力側及び出力側を有するモジュー
ルと、そのモジュールの入力側との取り付け及びその入力側からの取り外しのために構成
されたマイクロビームフォーマを有する超音波トランスデューサと、モジュールの出力側
に連結されたディスプレイとを有する。
【００１０】
　他の代表的な実施形態に従って、超音波撮像のためのシステムは超音波アセンブリを有
する。その超音波アセンブリは、入力側及び出力側を有するモジュールと、そのモジュー
ルの入力側との連結及びその入力からの分離のために構成されたマイクロビームフォーマ
を有する超音波トランスデューサと、モジュールの出力側に連結されたディスプレイとを
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有する。
【００１１】
　本発明については、添付図を参照しながら読むとき、以下の詳細説明から十分に理解す
ることができる。図は必ずしもスケーリングして描かれていない。実際には、同じ参照番
号は同じ構成要素を表している。
【００１２】
　本明細書で用いているように、単数表現は、１つ又は２つ以上として規定される。
【００１３】
　それらの通常の意味に加えて、“実質的な”又は“実質的に”は、当業者にとって許容
できる限度又は程度にあることを意味している。例えば、‘略同じ’は、当業者がそのア
イテムが同じであることに匹敵するとみなすことを意味するものである。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】代表的な実施形態に従った超音波アセンブリを示す斜視図である。
【図２】代表的な実施形態に従った超音波アセンブリの簡略化した模式図である。
【図３】代表的な実施形態に従った超音波撮像のためのシステムの簡略化した模式図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下の詳細説明においては、説明目的であって、限定的でなく、特定の詳細について開
示している代表的な実施形態について、本明細書の全体を通しての理解を与えるように、
説明している。既知の装置、材料及び製造方法についての説明は、例示としての実施形態
の説明を曖昧にすることを回避するように、省略している場合がある。それにも拘わらず
、当業者の認識の範囲内にある装置、材料及び方法が、代表的な実施形態に従って用いら
れている場合もある。
【００１６】
　図１は、代表的な実施形態に従った超音波アセンブリの斜視図である。そのアセンブリ
は、その前方部分にトランスデューサ要素１０１を有するフェーズドアレイトランスデュ
ーサ１０２を有する。トランスデューサ要素１０１は、代表的な実施形態において二次元
アレイとして示されている。本明細書の説明を進めるにつれてより明確になるように、ト
ランスデューサ要素は、リニアアレイとして、カーブドリニアアレイとして、又は当業者
の認識の範囲内にある他のトランスデューサ構成として構成されることが可能である。ト
ランスデューサ要素１０１を覆うレンズが通常は含まれるが、本明細書の図には示してい
ないことに留意されたい。
【００１７】
　トランスデューサ１０２は、取り外し可能に超音波（ＵＳ）モジュール１０３に接続さ
れている。モジュール１０３は、例示として、トランスデューサ１０２から生成される超
音波画像（図示せず）を与えるように構成されたディスプレイ１０４を有する。ディスプ
レイ１０４は、例示として、小さい形状因子の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）であるが、他
の技術に基づいたディスプレイであることも可能である。例えば、ディスプレイ１０４は
、ＬＣＤに代わる唯一の代替のディスプレイを名付けた小さい形状因子の有機発光ダイオ
ード（ＯＬＥＤ）であることが可能である。既知の技術に基づいた他の種類のディスプレ
イに代えられることも可能である。
【００１８】
　特に、アセンブリ１００は、医師による可搬使用のために意図されて、デザインされて
いるため、ディスプレイ１０４は、上記の相対的に小さい形状因子を有利に有する。ディ
スプレイ１０４は、単に超音波システムのディスプレイであることが可能であり、又は、
医療処理又は試験中に医師により用いられる補助ディスプレイであることが可能である。
当業者が理解できるように、ディスプレイ１０４のその位置付けは、特定の処理及び試験
中の容易さ及び正確さを向上させる。ディスプレイ１０４はモジュールに存在するため、
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有利に、医師は、彼又は彼女が物理的に走査している場所を観察して、遠隔のディスプレ
イの方に眼を向けることなく、ディスプレイ１０４における結果として得られた画像を観
察することができる。例えば、ディスプレイ１０４は、容易に回転する及び傾けることが
可能であるようにトランスデューサの背後に取り付けられることが可能であり、又は、所
謂“フリップアウト（ｆｌｉｐ－ｏｕｔ）”型構成でモジュール１０３の側面に位置付け
られることが可能である（顧客のビデオカメラと類似して）。
【００１９】
　更に、ディスプレイ１０４は、トランスデューサ及びモジュールの本体から離れた所望
の場所に位置付けられるように取り外し可能であることが可能である。他の有利点として
は、これは、生体検査のための針の配置又は身体へのカテーテルの挿入等の他のアクショ
ンを同時に有効にする場合に有用である。医師は、一方の手でアセンブリ１００を持つこ
とができ、遠隔のモニタ（図示せず）の方に眼を向けて観察する必要なく、処理を容易に
するようにディスプレイ１０４における画像を用いて、他方の手で針／カテーテルを案内
することができる。
【００２０】
　モジュール１０３は、コネクション１０５を介してシステム（図示せず）に接続される
ことが可能である。代表的な実施形態においては、コネクション１０５は、規格により提
供された種々の無線プロトコルの１つの下で動作する。そのようなプロトコルについては
、当業者に知られていて、故に、代表的な実施形態の説明を曖昧にしないように、ここで
は説明していない。しかしながら、特に、医療情報に守秘的に関連する問題のために、選
択されたプロトコルは、医療情報守秘義務の遵守を保証するようにセキュリティの要求に
適う能力を有する可能性が高い。
【００２１】
　代替としては、コネクション１０５は有線コネクションであるように示されていて、種
々の規格の１つと適合することが可能である。図示しているように、コネクションは、ユ
ニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）又は低電圧作動信号（ＬＶＤＳ）伝送等の信号差動直
列対であることが可能である。しかしながら、他の種類のコネクションも用いることが可
能であることが考えられる。
【００２２】
　上記のように、トランスデューサ１０２はモジュール１０３に取り外し可能に備えられ
る。ここで更に詳細に説明するが、トランスデューサ１０２の選択的取り付け及び取り外
しを行うことにより、医師は、行われる特定の試験／測定に基づいて、そして全く異なる
アセンブリを選択して、備える必要なく、異なる種類のトランスデューサを選択する能力
が与えられる。理解できるように、この動作は有利に、医療施設について、各々の種類の
トランスデューサについて完全な超音波アセンブリを備える必要はなく、複数のトランス
デューサについて１つのモジュールを備えることにより設備投資を低減することを可能に
する。
【００２３】
　同様に、ディスプレイ１０４は例示として、モジュール１０３に取り外し可能に備えら
れている。上記のように、ディスプレイ１０４は、撮像セッション中に超音波技術者の視
野における最適な配置のために取り外されることが可能である。ディスプレイ１０４とモ
ジュール１０３との間のデータ接続は、例えば、ＵＳＢ又は類似する高速シリアルインタ
フェースを用いて有線で、若しくは、例えば、ＷｉＭｅｄｉａ　Ａｌｌｉａｎｃｅにより
促進されている超広帯域（ＵＷＢ）プロトコルを用いて無線で行われることが可能である
。無線の場合、ディスプレイ１０４は、ＡＣアダプタのためのＤＣ入力コネクタ又は電池
等の電力を供給する設備を有する必要がある。
【００２４】
　ディスプレイ１０４の取り外し可能な特徴の有利点を利用して、医療設備は、別個に与
えられる取り外し可能な表示ユニットにより、全体的な設備投資を低減する、超音波スキ
ャナの総合的な信頼性高める、又は動作可能時間を増加させる能力が備えられる。表示ユ
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ニットは、その場合、患者の負担が変化するときに又はディスプレイユニットがときどき
故障するときに、１つ又はそれ以上の超音波トランスデューサ及びモジュールと任意に結
合されることが可能である。
【００２５】
　代表的な実施形態においては、トランスデューサ１０２はモジュール１０３と磁気的に
接続されている。代替として、トランスデューサ１０２は、ラッチ機構（図示せず）又は
摩擦嵌合（即ち、‘スナップオン’）機構等のモジュール１０３に機械的に接続されるこ
とが可能である。下で詳しく説明しているように、トランスデューサ１０２は、トランス
デューサ１０２に電力を供給し、トランスデューサ１０２からの電気信号を渡すように動
作するインタフェース（図１に図示せず）によりモジュールに電気的に接続されている。
例示として、電気的機械的接続は、モジュール１０３の端部において電気的タブ（図示せ
ず）に結合するトランスデューサの下端にコーティングされた金を有する銅を有するタブ
（図示せず）を有することが可能である。反対側の端部に対してモジュールを位置合わせ
するトランスデューサ１０２又はモジュール１０３のどちらかの周囲に、スカートが位置
付けられることが可能である。接続された構造は、流体の進入に対して耐性があるように
、封止されている。例えば、モジュール１０３に対するトランスデューサ１０２の電気的
機械的接続は、米国特許第６，６３５，０１９号明細書に記載されているものと同様に行
われることが可能であり、米国特許第６，６３５，０１９号明細書が本願の明細書に引用
して援用されている。
【００２６】
　しかしながら、特に、下で説明しているように、トランスデューサ１０２内に位置付け
られているマイクロビームフォーマのために、結合するために必要な電気的接続は、アナ
ログ信号が必要とされ、故に、必要な機械的公差がかなり小さい“スナップオン”機構等
のより容易な機械的接続を可能にする。その電気的接続は、時間経過につれての消耗が尚
もロバストな電気的接続を可能にする容易な接続／非接続を可能にして、かなり実際的に
達成可能である。
【００２７】
　図２は、代表的な実施形態に従った超音波アセンブリ２００の簡略化された模式図であ
る。アセンブリ２００は、図１に関連付けて説明しているアセンブリ１００に対して多く
の共通の特徴を有する。そのような共通の特徴についてはしばしば重複して説明していな
いが、更に詳細に説明することもあり得る。
【００２８】
　トランスデューサ１０２は、上記のトランスデューサ要素１０１を有する。トランスデ
ューサ要素１０１は、米国特許第６，４３６，０４８号明細書に記載されているように、
リニアアレイ、フェーズドアレイ又はそれらの組み合わせであることが可能である。トラ
ンスデューサ要素１０１からのビームはまた、米国特許第７，０３７，２６４号明細書に
記載されているように、操作されることが可能である。上記のように、トランスデューサ
要素１０１は、米国特許第６，５４０，６８２号明細書に記載されているように、カーブ
ドリニア（１Ｄ）アレイ（ＣＬＡ）であることが可能である。それらの特許文献は、本譲
渡人に譲渡されたものであり、本願の明細書に引用して援用されている。
【００２９】
　トランスデューサ１０２はまた、マイクロビームフォーマ２０１を有する。マイクロビ
ームフォーマ２０１については、米国特許第６，４３６，０４８号明細書に記載されてい
るようなものであることが可能である。トランスデューサ１０２のトランスデューサ要素
１０１によるエコーはマイクロビームフォーマ２０１により部分的にビーム整形される。
代表的な実施形態においては、マイクロビームフォーマ２０１は、トランスデューサ要素
１０１の要素（“パッチ”）の複数の群に適用される信号を制御し、各々の群の要素によ
り受け入れられるエコー信号の一部の処理をもたらす回路を有する。トランスデューサ１
０２におけるマイクロビーム整形は、アセンブリ１００と超音波システム（図示せず）と
の間の接続における導体の数を有利に減少させることができる。マイクロビーム整形から
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もたらされる有利点の更なる詳細については、本願の明細書に引用して援用されている、
同一出願人による米国特許第５，９９７，４７９号明細書及び米国特許第６，４３６，０
４８号明細書に記載されている。例えば、マイクロビームフォーマ２０１のエレクトロニ
クスがトランスデューサ要素１０１に近接していて、複雑な相互接続、ケーブル配線並び
に長い電気的接続の電力損失及び付帯信号歪を削除するために、より優れた電気的性能が
実現する。
【００３０】
　更に、マイクロビーム整形はトランスデューサ要素１０１と物理的に結合されているた
めに、マイクロビーム整形は、トランスデューサ要素１０１のアレイの種類と特別に適合
されることが可能である。更に、特定の種類のセンサアレイへのマイクロビームフォーマ
２０１の適合のために、マイクロビームフォーマ２０１の異なるバージョンは、異なるセ
ンサクラス（例えば、セクタ、リニア、ＣＬＡ）及び異なる周波数／インピーダンスにつ
いて最適化されることが可能である。従って、多くの種類のトランスデューサの各々と満
足に連携する包括的マイクロビームフォーマとしてではなく、本発明は、各々の個別のト
ランスデューサ１０２のトランスデューサアレイの種類が最適に適合しない場合の改善が
可能である。
【００３１】
　例示として、マイクロビームフォーマ２０１は、センサアレイ１０１の音響要素のレイ
アウトに対して寸法が適合することが可能であり、その場合、センサ自体に直接備えられ
ることが可能であり、空間を節約し、マイクロビームフォーマ２０１とセンサとの間の相
互接続スキームを簡単化し、信号トレース長さを最小化することにより電気ノイズ及び信
号損失を低減することが可能である。
【００３２】
　更に、マイクロビームフォーマ２０１は、音響センサ要素の共鳴周波数範囲に対応して
、そして高品質の撮像のための十分高い解像度であるが、回路構成要素を無駄使いする程
高い解像度でない解像度と前記周波数範囲を適合させるビーム整形遅延を適用するように
、最適化されることが可能である。同様に、マイクロビームフォーマ回路は、センサ要素
１０１の特性インピーダンスを適合させるように最適化されることが可能である。
【００３３】
　上記のように、トランスデューサ１０２は、インタフェース２０２を介してモジュール
１０３に接続され、インタフェース２０２は、機械的接続及び電気的接続の両方を有する
。機械的接続は、上記のように、モジュール１０３へのトランスデューサ１０２の取り付
け及びモジュール１０３からのトランスデューサ１０２の取り外しを可能にする。電気的
接続は、トランスデューサ１０２に、特に、一体化されたマイクロビームフォーマに、電
力を、そして更なる処理のためのマイクロビームフォーマ２０１からモジュール１０３へ
の信号を供給する。電気的機械的接続は、標準的なＵＳＢ型のラッチ接続、機械的カスタ
ムラッチ型接続、スナップフィット、又は、“Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｕｌｔｒａｓｏｕｎｄ
　Ｐｒｏｂｅ　Ｃａｂｌｅ”と題され、２００７年６月１日に出願された、同時係属の米
国特許出願公開第６０／９４１，４２７号明細書に記載されている磁気型接続を用いて行
われることが可能である。この特許文献の開示内容については特に、本願の明細書に引用
して援用されている。
【００３４】
　モジュール１０３は、例えば、米国特許第６，４３６，０４８号明細書、米国特許第７
，０３７，２６４号明細書に記載されているような走査制御器２０３及び主ビームフォー
マ２０４を有する。モジュール１０３はまた、マルチモード（例えば、階調、フロー、Ｐ
Ｗ、ＣＷ）にある信号検出経路のためのＤＳＰ回路を有することが可能である。更に、モ
ジュール１０３は、モジュール１０３に電力供給する電源２０６、トランスデューサ１０
２及び表示構成要素１０４を有する。そのモジュールはまた、ユーザが走査制御を予め設
定して取得された画像、及びユーザがプログラムしたビーム整形係数を記憶するメモリ２
０７を有する。
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【００３５】
　電源２０６は、所望のＤＣ電圧を供給するように動作可能であるＡＣ／ＤＣ変換器であ
ることが可能である。代替として、電源２０６は従来型の電池であることが可能である。
後者の実施形態は、既知の装置に対して特定の有利点を提供する。先ず、電力のためにケ
ーブルは必要ないため、アセンブリ１００は、携帯性及び使用性の容易さを提供する無線
プロトコルに従って、容易に実施されることが可能である。更に、充電可能である電池は
、同じ（有線の）接続に対して、データ転送と同時に充電することが可能である。例えば
、ＵＳＢ接続は、充電のための電力及びデータの両方を実現するように用いられることが
可能である。
【００３６】
　電池を使用することによりまた、局所的にディスプレイ１０４に電力供給する有利点を
与える。従って、ディスプレイ１０４は遠隔電力供給を必要とせず、ディスプレイ自体の
電池を有することが可能である。従って、ディスプレイ１０４はコンパクトで軽量である
ことが可能である。それとは対照的に、別個のモニタ、又は携帯情報端末（ＰＤＡ）にお
ける外部ディスプレイは、電源及び中央演算処理装（ＣＰＵ）を必要とし、そのことは、
システムを複雑なものとし、内蔵型のアセンブリ１００からもたらされる人間工学に基づ
く有利点を損なわせるものである。
【００３７】
　更に、画像のレンダリング及びフォーマッティングがモジュール１０３にもたらされる
ことが可能であり、故に、ディスプレイ１０４における処理の必要性を最小化することが
可能である。このことは、システムの大きさ及び重量のみでなく、ディスプレイ１０４の
コストを低減することができる。ディスプレイ１０４は、モジュール１０３への接続又は
非接続を容易にし、故に、ユーザの位置取りにおける高い自由度を可能にする。少ない電
気信号で済んでしまうことにより、電気タブの位置合わせ及び許容範囲が容易に達成可能
であるために、機械的電気的接続は容易になり得る。モジュールの電気タブ（上記）は、
例えば、磁気的接続、摩擦嵌合又は他の種類のラッチ接続により、ディスプレイ１０４の
電気タブに対して結合されることが可能である。この機械的接続は、ディスプレイの回転
及びチルトを可能にする。
【００３８】
　図３は、代表的な実施形態に従った超音波撮像のためのシステム３００の簡略化された
ブロック図である。システム３００は、図示しているように、コネクション１０５により
接続されたアセンブリ１００及びシステムモニタ３０１を有する。システム３００は、図
１及び２の代表的な実施形態と関連付けて説明した特徴及び細部と共通の多くの特徴及び
細部を有する。
【００３９】
　システムモニタ３０１は、アセンブリ１００を用いる医師により用いられるスタンドア
ロンモニタであることが可能であり、ディスプレイ１０４と連携する又はディスプレイ１
０４に付加するものであることが可能である。代替として、システムモニタ３００は、リ
アルタイムにアセンブリから又はメモリを介して画像へのアクセスを提供する医療設備の
中央ユニット（例えば、サーバ）であることが可能である。また、アセンブリ１００とモ
ニタ３０１との間の連結は、モニタから、モニタに接続されたネットワークの他の装置へ
の連結であることが可能であるように、無線又は有線であることが可能である。
【００４０】
　本明細書の開示内容に照らして、種々の超音波アセンブリ及びシステムの超音波撮像は
、多様な装置、構成要素、ソフトウェア、ハードウェア及びファームウェアを有すること
が可能である。更に、医療撮像以外のアプリケーションも、本発明から恩恵を受けること
ができる。更に、種々の装置、構成要素、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア
及びパラメータは、単なる例示として、そして制限的でなく、含まれることが可能である
。本明細書の開示内容に照らして、当業者は、当業者自体のアプリケーション、及びそれ
らのアプリケーションを実施するために必要な装置、構成要素、ソフトウェア、ハードウ
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で、本発明を実行することが可能である。

【図１】

【図２】

【図３】
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